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シップソーンパ ンナ-王国の水利組織について

- ツァオロンパーサーッの機能に関 して-

馬 場 雄 司*

TheIrrigationSystem oEtheSipsongPanna:

TheFunctionofTsaolongPhasat

YujiBABA*

TheirrigationsystemsintheprlnClpalities

oftheSouthwesternTaispeakerswerecon-

trolled by the state,glVing rise to what

lshiihascalled"quasLhydraulicsocieties."

This paper focuses on the irrigation

system oftheSipsong Panna,theTa主-Lue

kingdom. TheSipsongPannaconsistedof

many principalities (moeng), each con-

sisting ofmany villages(ban). According

to theaccepted theory,theirrigation sys-

temsintheSipsong戸annahadthefollow-

ingcharacteristics.(1)Bigcanalsineach

moeng,which wereinchargeofirrigation

officers (Pan Moeng)chosen from among

villagers.(2)TitledPanMoengssupervised

commonerPanMoengs,andwerecontrolled

byTsaolongPhasat(theinteriorministerof

Tsaophendin,theking).

Such systemswerein factseen only in

ChiangHung,thecapitalarea.Thebigcanals

は じ め に

中国雲南省から東南アジア内陸部にかけて

DepartmentofSociologyandAnthropoト

ogy,Faculty ofSocialScience,Chiang

MaiUniversity,AmphoeMuang,Chiang

Mai50002,Thailand

WereintendedprlnClpallyforirrigatingthe

fields of Tsaophendin and his officers.

Thesefieldswerecultivatedbypeoplewith

thestatusofLekNoi,whowereintheser-

viceofTsaophendin,andmostofthetitled

PanMoengswerechosenfrom amongLek

Noi. TsaolongPhasat,whoworkedforthe

CourtofTsaophendin,Supervised Lek Noi

and controlled the royalfinances. There-

fore,hewasconcerned with theirrigation

systems.However,he did not have su-

premeresponsibilityforirrigation,whichwas

actually controlled by the royal council

(Sanam).Inothermoengs,mostfieldsbe-
longed to independent farmers,which is

why irrigation systems such as those in

ChiangHungwerenotneccesary.

Inconclusion,Wecansaythatthepower

ofTsaophendininitseconomicaspectwas
limited.

の地域には,主として南西タイ話語を話すタ

イ系譜族が居住している｡彼らは,幾多の村

落 (バーン)を含む山間盆地を基盤とする政

治的統合体 (ムアンなどと呼ばれる)を形成

した｡ムアンでは,水稲耕作が営まれ,しば

しば,ムアン連合が形成されたことが知られ

る｡ これらタイ系譜族の小国家群はまた,石

井米雄によって, ｢準水力社会｣ と規定され

た｡ここでは,自然小河川を利用した濯概が
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みられ,用水支配への国家権力のある程度の

関与が窺われることが,特徴とされる [石井

1975:18-22].I)

この石井の仮説に導かれた研究としては,

田辺繁治のランナータイ王国 (北部タイ)に

関する研究 [田辺 1978]と加治明のシップ

ソーンパンナー王国 (現在の中国雲南省西双

版納倭族自治州)に関する研究 [加治 1988

b]がある｡ 前者はユアン族に, 後者はタ
イ･ルー族によって建てられた,ムアン連合

国家である｡

田辺は,14世紀から16世紀のランナータイ

王国において,次のような特徴を指摘する｡

即ち,国家権力による用水供給源確保と村落

共同体の末端水利という二局面があり,国家

の用水規制は在地の管理者を通じた村落共同

体の伝統的水利秩序に依拠した｡従って,国

家権力の支配が村落共同体の内部まで貫徹さ

れず,国家が衰微すると在地管理者を把握で

きずに,国家の用水規制に破綻をきたす｡こ

のことが,16世寿己以降,チェンマイを中心と

する国家的統合を失う背景となった可能性が

あるとしている｡2)

これに対し,加治は,主として中国におけ

る研究を紹介しつつ,シップソーンパンナ-

1)石井はウィットフォーゲルのいう｢水力社会｣
にちなんで,この ｢準水力社会｣の構想をた
てた｡タイ系諸族の山間盆地はモンスーン地
域であり,乾燥地域ほど,港概の停止と生産
の停止が直結するわけではないが,なお,用
水支配の国家権力への関与がタイ国の歴史区
分に,有効な指標を与えるという｡氾濫原に
建てられたアユタヤ朝に先立っ国家は,これ
ら山間盆地に成立していることから,石井は,
この地域を ｢古代的核JL､域｣と呼んでいる｡
2)田辺は,14-16世紀のランナータイ王国の状
況を表すと思われる 『マンラーイ法典』の用
水規制をもとに述べている｡ この用水規制が
どの範囲に適用されたかは不明であり,実際,
国家的統合にどれほどの影響力を持っていた
かは定かではない｡従って, ここでいう16世
紀以降の水利と国家的統合との関わりは,一
つの可能性を示したにすぎない｡いずれにせ
よ田辺は村落レベルに国家が介入できないこ
とで,この地域の準水力社会としての限界性
を強瀬している.
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王国では,全領域の水利組織がツァオペン

ディン [tsauphEndin,召片領]3) と呼ば
れる王を中心とする統治機構に, しっかりと

組み込まれていたことが特色であると述べ

る｡シップソーンパンナー王国では,ツァオ

ペンディンが,元朝以来,中国王朝より宣慰

使という官職を与えられ,中国の間接統治下

にあった｡そしてこの体制は,基本的には,

1950年代の社会主義体制移行の為の土地改革

時まで存続 し,その領域は,遅くとも16世紀

以降は,大きな変化を見せず,国家的統合は

ほぼ保たれていた｡

以上を総合して考えると,シップソーンパ

ンナ-王国が,ランナータイ王国よりも,長

期にわたって国家的統合を保ったことは,国

家権力による強力な水利把握と関連があるか

のようである｡ただ,シップソーンパンナ-

王国の国家権力と水利の具体的な関わり方に

ついては,なお,不明の部分が多く,特に,

水利組織を管轄 したとされる,ツァオペン

ディンの内務官僚 ツァオロンパーサー ツ

[tsauloIJpha:sa:t,召龍帖薩] の具体的
機能については不明の部分が多い｡この点は

加治も指摘している所であり,国家権力と水

利の具休的な関わり方について考える上で,

是非とも検証する必要がある｡4)

3)本稿で用いるタイ･ルー語の術語は,カタカ
ナで表記するが,初出の際に音標表記と中国
資料に表れる際の漢語表記を併記する｡この
際,主として,雲南民族学院民族語言文学系
編 『西双版納倭文漢文詞氾対照』 と筆者自身
の現地での聞き取りによるデータを参考にし
た. 音標表記は,盛凌雲･張秋生者 『西双版
納康文概況』(雲南民族出版社,1981)に使用
された方式による｡
4)シップソーンパンナ-とは,12のパンナーの
意である｡パンナ～は幾っかのムァンをまと
めた単位である｡ タイ･ルー族の年代記 『潤
史』(タイ･ルー文を李沸-が漢訳｡雲南大学
西南文化研究室刊｡1946)に拠れば,19代
ツァオペンディン (1569-1598)の記事に,
12のパンナーの存在が記され,ほぼ,現在の
領域を治めていたことが知られる｡シップ
ソーンパンナ-の統治領域については,長谷
川 [1982]を参照のこと｡ また,シップソー
ンパンナ-の統治組織についての研究は,我
が国では加治 [1968]田辺 [1973]長谷川
[1982]がある｡
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一･一･- 国境
-I--･･- 西双版納俸族自治州境界

河川

図1 シップソーンパンナー略図 (地名は本稿関係分)

一方,筆者は以前, このシップソーンパ ン

ナ-王国を対象にして,ツァーン-プ[tsa:l]

Ⅹap,賛喰] と呼ばれる伝承の担い手につい

て考察 し, ツァーン-プとツァオペンディン

権力との関わりにも言及 した [馬場 1984]｡

ここでは, ツァーンハブがツァオペンディン

を讃える歌を唱い,前述 のツァオロンパー

サ- ツに管轄 されたという点 について触れ

た｡ このようにツァオロンパーサーッは,水

利 と共 にツ ァー ン- プを も管理 してお り,

ツァオロンパーサーッを通 じて, ツァオペン

ディン権力と経済 との関わり,同時に文化 と

の関わりを考えることができる｡従 って,内

務官僚ツァオロンパーサーッの機能について

考察することは, シップソーンパ ンナー王国

の王権の性格を考える上で,重要なポイント

となるのである｡ ツァオロンパーサーッを通

じた, ツアーン-プとツァオペンディン権力

との関わりについての詳細は不明の部分 も多
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く,更に検討する必要があるが, これについ

て は別 の機会 に譲 ることと し,本稿で は,

ツァオロンパーサーッと水利 との関わりを通

じて,まず,経済的側面か らツァオペンディ

ン権力へのアプローチを試みることに した

い｡

本稿では,以下のような手順で論述を進め

たい｡即ち,第一章では, シップソーンパ ン

ナ-王国の水利に関する従来の研究を示 して

検討 し,第二章では, ツァオロンパーサーッ

の機能そのものについて考察する｡第三章で

は, まず ツ ァオペ ンデ ィンの直轄 ム ァン

[maq,劫]である, ツェンフン [tsel〕hun,

景洪]の水利について考察 し,更に,その他

のムァンにおける事例について考察する｡5)

5)本稿では,ムアンを一般概念とし,タイ ･
ルー族のムアンを,タイ ･ルー語音に近い
ムァンと表記して区別しておく｡ なお,第一
章で述べるように,用水路も ｢ムァン｣ と呼
ぶが,前者は第4声で発音され,後者は第 1
声で発音される｡
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ツェンフンとその他のムァンとを分けたの

は,以下の事情による｡即ち,第二章以下で

の具体的実証においては,1950年代に行われ

た調査による資料を用いるが,水利組織に関

するまとまった記述は圧倒的にツェンフンに

偏っており,その他のムァンに関しては断片

的な記述しか存在 しないからである｡(この

調査資料は,近年,中国から,『康族社会歴

史調査』及び 『西双版納摩族社会総合調査』

として刊行され続けている｡以下, 『社会歴

史調査』『社会総合調査』と略記する｡)
この調査は社会主義体制-の移行の為の土

地改革 (1958)の際に行われたもので,『社

会歴史調査』には次のような特徴が容易に見

出せる｡即ち,移行すべき社会主義社会の前

段階として,当該社会が ｢前期封建制 (封建

領主制)｣の ｢段階｣ にあったと位置付けて

おり,こうした特定の立場から,個々のデー

タに意味付けがなされていること｡調査項目

や調査の密度が各ムァンで異なっているにも

かかわらず,ツェンフンの事例が,あたかも

シップソーンパンナ-全域に普遍的であるか

のような説明が, しばしばなされることであ

る｡ こうした特定の理論的立場による説明や

ツェンフン中心の説明が,ともすると,資料

利用者のシップソーンパンナ-のイメージに

大きな影響を与えがちである｡6) しかしなが

ら,この資料は,シップソーンパンナ一に関

する最も多くのデータを提供するものである

6) 土地改革の為の調査の具体的進行について
は,r倭族社会歴史調査 (西双版納之-)』｢前
言｣参照｡(なお,以後,この調査資料を引用
する際,例えば,上記資料であれば [社会歴
史調査(1)]と記す｡)[社会歴史調査(2)]には,
馬曙による総括報告がある｡これによって,
シップソーンパンナー王国の統治組織や土地
制度の概要について知ることはできる｡しか

しまた,特定の理論的立場や, ツェンフンの
事例を普遍的なものとする説明が最も色濃く
でているのも,この総括報告である｡
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ことも事実である｡即ち,『社会歴史調査』
は,個々のデータそのものの記述と報告者に

よる意味付けや説明の部分とを切り離して考

える必要がある｡従って,本稿では,｢水利｣

という特定のテーマでこの資料の個々のデー

タを集積し,報告者の説明というフィルター

を通すことなく,データのまま整理分析する

方法をとる｡また,このような作業はそれ自

体が,報告者の説明を捉えなおすという意味

で, 『社会歴史調査』の批判的検討につなが

ると考えられる. 『社会歴史調査』はまた,

多くの調査項目を含んでおり,各項目毎に,

実施時や調査者,調査状況が異なっている｡

従って,これ以上の立ち入った細かい資料批

判は,各調査資料毎に為されるべきである｡

本稿でも,引用する個々の資料の性格につい

ては,そのつど,注及び本文で言及すること

とする｡7)

また本稿では, 『社会歴史調査』 を主要資

料として用いるが,あくまで,1950年代,土

地改革直前の状況に関する記述を中心とし,

『社会歴史調査』 に掲載される, 伝承や古文

書の翻訳等,その他の資料は補助として用い

ることとする｡更に,本稿では,筆者自身に

よる聞き取り調査のデータが重視される｡ 実

施時,方法については,そのつど注において

詳 しく触れるが,これに関 しても,1950年

代,土地改革直前の状況を体験的に熟知する

者から得られた情報である｡『社会歴史調査』

に掲載される,1950年代の調査報告は,実地

調査の他,当時,王国の官僚等,重要な役職

にあった者の口述によるものも多く,筆者の

調査においても,同種の人物をインフォーマ

ントにしている｡この点に限っていえば,筆

7)『社会歴史調査』の全面的批判の為には,｢前
期封建制｣として位置付ける理論的立場その
ものを検討する必要があろう｡このためには,
本稿のような,個別のテーマを立てて,調査
報告の内容の検討を積み重ねる必要があると
思われる｡
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者の調査は 『社会歴史調査』の為の調査と質

的 に大 きく異 なるもので はない と思 われ

る｡8)

以上を念頭に,本稿では,1950年代のシッ

プソーンパンナ～王国を扱うことにしたい｡

Ⅰ 水利組織に関する従来の研究

についての検討

前述のように加治は, シップソーンパ ン

ナ-の水利組織は,統治機構にしっかり組み

込まれたことが特徴だとしている｡氏のこの

見解は,中国における研究,特に,刀永明等

の調査報告と張公理の論に依拠 して述べられ

たものである｡以下,この二者の見解を中心

に検討 してみたい｡

刀永明等の調査報告にみる,水利組織につ

いての見解は以下のようである｡ 即ち, ｢サ

ナ-ム [sana:m,司廊] と各ムァンの官署

には全て,水利を管理する官吏が設けられ,

用水路の通ずる村落には,用水路 ごとに全て

水利専門の管理者パ ンムァン [pan map,

板悶]が設けられる｡サナ-ムから各村落に

至る水利管理者は自ら一つの系統を為 し,行

政区画の制約を受けない｡各村落のパ ンムァ

ンは, サナ-ムにより, パヤー [phaya:,

机], ツァー [tsa:,酢],セェン [sEn,銑]
といった等級の異なる頭目に封ぜ られる｡た

だ,彼 らは,各級の行政機構の行政事務に参

8)『社会歴史調査』及び筆者の調査におけるイン

フォーマントについては,各注参照｡また,

筆者が外国人であり,調査時が30年を経た現
在であることは,確かに-ンディかもしれな

い｡ ただ,他人の手を経て収集整理された情

報は,その収集整理のプロセスが明確である

とは限らず,論文作成者自ら行なった調査に

よる情報よりも,信頼度が高いとは必ずしも

言えない｡いずれにせよ,歴史研究における,

インタヴュー記録の利用に関する方法論が更

に検討される必要はある｡

加することはできなかった｡サナームの水利

官は,ツァオペンディンの近臣で,サナーム

ナイ [sana:m nai,司廊乃] を司り,内務

と財政を司るツァオロンパーサーッが兼任 し

た｡各ムァンの大水路にもパ ンムァンロン

[panmanloIコ,板悶龍] とパンムァンノー

イ [panmalln〇i,板悶固](タイ ･ルー語

でパンは下級役人,ムァンは用水路,ロンは

大,ノーイは小を意味するので,正 ･副水利

官となる)を設け,当該用水路の港概する区

域の水利事務を管理する｡港概区域内の村落

においても,村落の大小に従って,一人ない

しは二人を推挙 してパンムァンとし,正 ･副

水利官と協力 して水利を管理する｡慣例によ

れば,正 ･副水利官には,港概区域を流れる

用水路の最上流の村と最下流の村のパンムァ

ンが当てられる｡このようにすれば,上流か

ら下流への流れを把捉することができ,水路

から近 くの田地で水が尽きてしまったり,水

路から遠 くの田地に水が行き渡 らなかったり

することを,防ぐことができる｡また,最上

流の村で水を浪費させず,最下流の村で用水

に欠乏する田地をつくらないようにさせる｣

[社会総合調査(2):67]9)(サナ-ムとは ｢議

9) この調査報告は ｢景浜的水渠管理和水規｣

(ツェンフンの水路管理と水規)と適されたも

ので,刀永明,刀述仁,曹成幸の3氏が1962

年に,刀学新,バーンオッ [ba:n〇t,量窪]

(村落名)のパヤーパンムァン等の人物を対象

に取材して得たものである｡またここにあら

われるツァオペンディンやサナーム等は土地

改革前に機能したものである｡従って, この

調査は調査対象者の体験に基づく土地改革前

の状況についての聞き取りであると考えられ

る｡ また, ｢"勤司廊" (車里宣慰使議事庭)

官員由解放初在任供職回任職者 (四任或五任)

名単｣ (以下,｢名単｣ と略) [社会歴史調査

(9):103-106]によれば,刀学新は,｢懐郎裏｣
及び ｢召龍謝難｣という官僚を歴任している｡

なお, この ｢名単｣ の提供者刀光強自身も,

｢肌班恐｣及び ｢召龍納掌｣という官僚を歴任

していることが,｢名単｣から知られる｡
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事庭｣ とも呼ばれ, サナ-ムナイ (内議事

磨)とサナームノーク [sana:mn〇k,司廊

諾](外議事庭) に分かれる｡前者はツェン
フン内のことを審議 し,後者はシップソーン

パンナ-全体の議事を扱う機関である)0

張公壇は,水利組織の概略を説明するうえ

で次のように述べている｡即ち,｢シップ

ソーンパンナ-の水利事業の管理にあたった

のはサナームであり,内務官僚のツァオロン

パーサーッが水利管理の役職を兼ねた｡各

ムァンには,大水路 ごとにムァンタンパン

ムァン [? ,勘当板悶] なる水利官をパン

ムァンロン (大パ ンムァン)とパ ンムァン

ノーイ (小パンムァン)に分けて (正 ･副水

利官)置いた｡この他,ツァオペンディンの

官僚 (ポーラーム [p〇la:m,波朗])が,耕

地監督,租税催促の為に派遣 したルンター

[1uqta:,龍達] も水利管理の責を負った.

各村落にはパ ンムァンが居 り,ツァオロン

パーサーッよりパンムァンまでが水利を管理

する縦の系統を為 しており,各村落のパ ン

ムァンは,水路の建設,修復保全,港概の儀

礼などを指揮,主催した｣[張公瑳 1981]｡

ここでの重要なポイントは,内務官僚ツァ

オロンパーサーッから各ムァンの正 ･副水利

官,各村落で推挙される水利管理者パンムァ

ンに至る,系統的な水利組織体系が存在した

と理解されていることである｡ ところが,刀

永明等の調査報告はあくまでツェンフンの用

水路と水利規定が主題であり,上述の水利組

織体系は,これとは関わりなく一般的見解と

して述べられたものである｡また,張公理の

論は 『議事庭長修水利命令』という文書を紹

介した上で述べられたものであるが,ツェン

フンのムァンナーヨン [maqna:j〇q,悶納

永]という水路の具体例を主題とする刀国棟

等の調査報告 [社会歴史調査(3):78-79]10)

10) この調査報告は ｢西双版納劫景浜的濯概系統
及其管理和宮田分布｣ と題されたものに含ま
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の一般的見解と全 く同じ内容である｡従 っ

て,張公理は 『議事庭長修水利命令』と無関

係に通説を述べたものと考えられる｡

張公漣はまた,各ムァンにツァオムァン

ltsauman,召劫]と結び付いた水路が存在

するとしているが,｢桝田には水路が必要で

あり,ムァン建設にはツァオムァンが必要で

ある｣｢ムァン建設には水路が必要である｣
という漠然とした法典の一節のみを根拠とし

ている ｢張公理 1981]｡Il) 張公理はこの他,

水利に関するタイ･ルー文の文書を紹介して

いるが,全て,ツェンフンのものである [張

公理 1986:58-59]｡12)

加治明は,張公蓮の論文を紹介 しつつ,

『議事庭長修水利命令』が各ムァンの大水利

官にあてたものと断言している [加治 1982]｡

れる ｢勧景洪億族対干農田港概的行政管理｣
(ツェンフンのタイ族の田地濯概に対する行政
上の管理)であり,刀学典なる人物 (昔から
みると,注9) の刀学新と同人物かとも思わ
れる)が口述したものである｡調査年につい
ては記載がないが,殆ど同じ内容が経鷺和
[1957:21-23]にも掲載されている｡簿鷺和
は,土地改革の前後における変化について,
当時の調査に基づいてまとめており,この調
査報告がその情報源である可能性が高い｡
従って,この調査報告は1957年以前に行われ
たと考えられる｡
また,張公漣の紹介した 『議事庭長修水利
命令』は18世紀にサナームより出され,水利
管理の責任を負うムァンタンパンムァンとル
ンタ一に当てた文書であるが,刀国棟等の調
査報告に記される,議事庭長から水利官に当
てた命令の内容とほぼ同じである｡従ってこ
うした命令文は,土地改革直前まで機能して
いたと考えられる｡ちなみに,ムァンタンパ
ンムァンなる語は,これらの命令にのみみら
れる｡
ll)[社会総合調査(2):22]に, この条文がある
(｢召劫的五条法規｣)0
12)『景浜的水利分配』F景洪規的宣慰田及宮田』
『景洪地界水溝清冊』r景浜田畝数乃水利分配』
『従火劫到景蘭水利分配及保管首冊』をあげて
いる [張公瑳 1986:59]｡F景洪規的宣慰田
及宮田』は [社会調査報告(3):93-94]にも掲
載されている (ツァオロンパーサーツ蔵書と
される)｡なお,火劫,景蘭は,バーンホー
ムァン [ba:nho:map,量火劫],バーン
ツェンラーン [ba:ntseqla:n,鼻景蘭]
というツェンフンの村落を示す｡
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しかしここには,冒頭に,ツァオペンディン

は多くのムァンに恵みをもたらすと述べられ

るだけで,命令文の対象であるムァンタンパ

ンムァンとルンターが各ムァンのものだと

は,一言 も述べ られていない (史料 1)0

従って,加治のような断言は簡単にはできな

い｡13) また,『議事庭長修水利命令』 はサ

ナ-ムから出されるものとされ,ツァオロン

パーサーッの名はここには表われていない｡

このようにみると,水利に関するまとまっ

た記述はツェンフンのもののみであり,通説

とされる,ツァオロンパーサーッから各ムァ

ン,各村落にいたる水利組織の体系そのもの

については,ほとんどその具体的根拠が示さ

れていないことがわかる｡加治は前述の刀永

明等の調査報告を紹介 しつつ,｢西双版納の

水利組織の大きな特色は,それが該地域の統

治機構の中にしっかりと組み込まれていたこ

とである｡‥….西双版納ではそれは村落内あ

るいは村落間の組織としての性格を有しなが

らも,他方では召片領を最高君主とする西双

版納の統治組織のなかに組み入れ られてい

た｣ [加治 1988b] と述べているが, この

ように性格付ける根拠は薄いと言わざるをえ

ない｡14)

13)『議事庭長修水利命令』を紹介した張公理自身
は, このようには述べていない｡張公理の述
べた通説に ｢各ムァンの大水路ごとにおかれ
たムァンタンパンムァン｣というような表現
があるので,加治はそれをふまえたのであろ
う｡

14)なお,村落の水利管理者パンムァンに関して
は,プンチュアイ [Bunchuai 1955],チェ
ン-ンセン [Chen 1949]に記述があり,田
辺繁治が両者をまとめて,次のような点を指
摘している｡即ち,｢ムァン･ファーイと呼ば
れる堰堤を小河川に築いて水位を上げ,小運
河によって田地に導水する｡堰堤や運河の管
理には,-村もしくは水がかりの数村からパ
ンムァンなどとよばれる長が連出され,建設,
修復保全,藩政の儀礼などを指揮･主催する｡
パンムァンは各ムァンのクワーン [ムァンの
取決めをする集会一江 ･筆者]で承認され,
共同労働における工事の不参加者や,運河水
路の破損が認められた場合に, 罰金を課す権

ところで,上述の 『議事庭長修水利命令』

には,シップソーンパンナー王国の水利組織

を考察する上で,重要な内容が記されてい

る｡ 以下,この点についてみてみたい｡

『議事庭長修水利命令』 には, ムァンタン

パ ンムァン,ルンターが守るべきものとし

て, 1)各村各戸の田数を明らかにし,上流

か ら下流まで順調に水が流れることを確か

め,水争いや盗水を防 ぐ｡特にツァオペン

ディンやポーラームの田地が潤うように気を

配る｡ 2)五日周期の定期市の際に,水路の

検査を行なって民衆の田地を潤し,彼らの衣

食を足らしめ,仏陀-の布施が十分できるよ

うにさせる｡ 3)水路修復の作業に参加 しな

いものには,罰米を課す等の処置をするが,

水利官が水を分けなければ,水利官が担税を

負担する｡ 4)植え付けが終わって後,各村

落に,垣根を作らせ,家畜に田地を荒らさせ

ないようにする,という点が挙げられている

(本文末尾史料 1参照)｡

張公理は, 『議事庭長修水利命令』 の特徴

として,まず,ツァオペンディンとポーラー

ムの田地の用水が配慮され,次に民衆の田地

を潤して租税収入を確保するという点を挙げ

ている｡加治はこれに依拠 して ｢統治階級は

用水の支配を通じて人民を統治するというよ

りも,彼らの経済的基盤を確固なものとする

ため,水利事業の管理や運営に積極的に関

わった｣ [加治 1988b] と述べている｡ こ

れは,治水の為の人力動員に重点を置く水力

社会論を念頭に,準水力社会といわれるこの

限をもった｣[田辺 1973]｡ チェン-ンセン
はこの他,パンムァンが田植えの時期に職務
に着手し,用水路の先端で会議を開催するこ
と,家族の扶養料としてナ-パンムァン (パ
ンムァンという職に対して与えられる田地)
が与えられたことに言及している [Chen
1949:42]｡ これをみると,各ムァンにパン
ムァンが置かれたかのようであるが,チェン
-ンセン等が,具体的事例として挙げている
のはツェンフンのみである｡各ムァンの具体
的状況は不明である｡
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地域の特色を述べているのだが,『議事庭長

修水利命令』の内容に照 らした場合,妥当な

ものと言えよう｡ただ問題は, この経済的基

盤が具体的にどのように展開 していたかであ

る｡ この場合, 『議事庭長修水利命令』 がど

の範囲にどのように適用されたかが重要とな

ろう｡ これはまた,水利組織系統のありかた

とも関わる問題である｡

以上を念頭に,次章以下,『社会歴史調査』

『社会総合調査』 の記述を中心 として, 筆者

自身の現地取材による情報 も含めて,水利組

織系統の実態を考察 したい｡

Ⅱ ツァオロンパーサーッについて

ここでは, ツァオロンパーサーッそのもの

の機能について検討 したい｡ ツァオロンパー

サー ッは,刀永明等によれば, ツァオペ ン

ディンの近臣でサナ-ムナイを司り,財政と

内務を司るものであるとされた｡ツァオペン

ディンの直属の官僚 (ポーラーム) として

は,第- ランクに4大官僚 (シーハツユン

[si:Ⅹatsyq,四千真])が,第二 ランクに8

大官僚 (ペェッ-ツユン [坪tXatSyI],八If
真]) がある. ツァオロンパーサーッはこの

第二 ランクに属するものである｡

また,刀国棟等の調査報告におけるサナー

ムナイの説明の中に,次のような記述があ

る. 即ち, ｢パーサーッは, ツァオペンディ

ンの宮廷を指 し, ツァオロンパーサーッは

ツァオペンディンの為に宮廷内務,即ち,灯

を点すこと,米をつ くこと,飯を炊 くこと等

を管轄する総元締であり,同時にツァオペン

ディンの為に財政を司 った｣ [社会歴史調査

(4):84]｡15) これによれば,パーサーッとい

15) この調査報告は ｢西双版納召片領封建政治有

閑調査資料｣ と題されたもので,刀国棟,召

珍,馬仲舟,黄堅実,徐加仁の5氏による

1954年の調査を, 徐加仁が整理したものであ
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う語は,宮廷という意味を持ち, ツァオロン

パーサーッの職務である内務 とは宮廷内の雑

事を指 している｡ ツァオロンパーサーッは,

財政官 とい う位置付 け もなされ る [Chen

1949:17]が,あくまでツァオペンディンの

財政であることが, ここか ら知 られる｡即

ち, ツァオロンパーサーッは,宮廷に関わる

仕事を行 う官僚 と位置付 けてよいと思われ

る｡

この点についてもう少 し詳 しくみることに

する｡

タイ ･ルー族 には ｢身分制｣ が存在 し,

ツァオペンディンの親族を中心 とする支配層

(モム [m〇m,孟]及びウン [vulコ,翁])とそ

れ以外に大 きく分かれ,後者は更にタイムァ

ン [taimap,康勧](ムァンの先住民) とク

ンファンツァオ [kunhamtsau,涼根召]
(ツァオペ ンデ ィンまたはツァオム ァンの

｢家内奉仕人｣)に分かれた｡ これらは各 ｢身

分 ごとに分かれて村落を形成 した｣ [社会歴

史調査(2):ll-12]｡ツェンフンではクンファ

ンツァオは, レークノーイ [lekn〇i,領国]

る｡サナームやポーラーム等,ツァオペン

ディンを中心とするツェンフンの統治組織に

ついて述べられている｡この他,[社会歴史調

査(9):72-73,87-90] に, ツァオロンパー

サーッに関する種々の情報が掲載される (刀

光強蔵本 ｢西双版納召片領 (車里宣慰使)及

其権力機構系統｣[社会歴史調査(9):69-108]
のツァオロンパーサーッに関する部分｡刀光

強については注9)参照)｡即ち,仏教儀礼の

際に諸事を司ること,ツァオペンディンの宮

廷内の小官吏を管轄下に置く事等である｡小

官吏には,(1)宮廷の警護を行う者の首領,(2)

ツァオペンディンの家の中で,私事に携わる

者の管理者, (3)宮廷の料理人の管理者, (4)

宮廷の宴席を管理する者,(5)ツァオペンディ

ンが拝仏に赴く際等に鉄砲を打ち鳴らす者,

(6)刑罰を行う者,(7)ムァンラー (地名)か

ら塩を運ぶ隊商の首領,(8)金銀細工師,鍛冶

師の首領が存在した｡(1x2X5X6X8)に対しては,
若干の俸禄田が支給されたとされる｡
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とホン-ーイ [hoI〕ha:i,洪海]に分かれ,特

にレークノーイがツァオペンディンの ｢家内

奉仕｣の中心的存在であった｡彼 らの村々は,

ロンレークノーイ [lolコlekn〇i,陳領国]と

いう組織にまとめられツァオロンパーサーッ

が管轄 した [社会歴史調査(4):77,93]｡16)

また,多 くのレークノーイの村落には,｢老遭

難｣と称する伝承がある｡これによれば,彼

等は洪水などの難を逃れてラオスから移住 し

た者達で,彼等の建てた村落を,ツァオロン

パーサーッが管理 し,ツァオペンディンに奉

仕させたという[社会歴史調査(4):78]｡また,

次のような伝承 もある｡ 即ち, ｢伝説上の英

雄パヤーサムッティー [phaya:samutti:,

16) ツェンフンでは全村落が3つのロン (ロン

ホーン [loq x〇q,髄匡], ロンサーイ [loI〕

sa:i,陳酒],ロントゥン [1011thung,髄棟,
髄東])という組織に編成され,更にこのうち

レークノーイの村落が,ロンレークノーイ

[loqlekn〇i,髄領国] に編成されたという
[社会歴史調査(4):86]｡ ロンサーイはツァオ

ツェン-- [tsauts印 ha:,召景吟]という
官僚が, ロンホーン, ロントゥンはツァオロ

ンナーホワ [tsauloq na:XWa,召龍納花]
という官僚が管轄した [社会歴史調査(4):86]

が, これらの官僚がいない場合は, ツァオロ

ンパーサーッが問題の解決にあたったとされ

る [社会歴史調査(9):73]([社会歴史調査(4):

77]では, ロンホーン, ロンサーィ, ロン
レークノーイのみ挙げられる)O

また, ｢身分制｣ についてであるが, 例え

ば, タイムァンとクンファンツァオは,法律

上明確に上下関係として区分されるものでな

く,また浄不浄の概念で捉えられるようなも

のでもない｡前者がムァンの先住民で,後者

が多く外部に出自をもち,支配層により近い

存在 (クンファンツァオは ｢ツァオペンディ

ン,ツァオムァンの家の人｣の意)で,笛役

義務負担の内容に差があるという区別がある

のみである｡｢身分制｣と括弧を付したのはこ

のような意味からである｡この点については,

加藤久美子も言及している [加藤 1989]｡ち

なみに,中国側資料においては,｢封建等級｣
の語が用いられる｡

机桑木底]が12の部屋を持っ宮殿を建て,中

央にタイ ･ルー族の王が住み,右端の部屋

(ホ-パーサTツ [ho:pha･.sa:t,賀帖薩])

ではラオスから来た人が中心 となって財政事

務を司った｡彼は,王の財産を保管 し,収支

決算を報告 したり,人をホーパーサーッで働

かせたり, 王の護衛をさせたりした｣[掛澗
王族世系 :23] とい うもので, ホ-パ ー

サーッという名称,中心となる人の職責をみ

ると,ツァオロンパーサーツ自体,ラオス地

方に起源をもつものであることを示唆 してい

る｡いずれに して も, ツァオペ ンディンの

｢家内奉仕｣の中心 となるレークノーイと

ツァオロンパーサーッの緊密な関係が窺われ

る｡

この他,前述のように,歌の専門家ツァー

ン-プもツァオロンパーサーッの管轄下に置

かれた｡ツァーン-プは,村落での通過儀礼

などで唱 う他, ツァオペ ンディンやツァオ

ムァン (ムァンの首長)を讃える歌を唱った

という [馬場 1984;1985]｡前稿では, こ

れ以上の詳細は不明であったが,筆者はツェ

ンフンにおいて次のような情報を得た｡即

ち,ツェンフンのツァオロンパーサーッは,

ツェンフンのツァーン-プだけを管轄下に置

き,パヤー等の称号を与えられた者 (男性に

限 る)が, ナーイ ･ツァー ン-プ [na:i

tsa:q xap] と呼ばれ, 一般の村落にいる

ツァーン-プを管理するという形を取った｡

ツァオロンパーサーッはまた,ツェンフン内

の銀細工師 (ツァーングン [tsa:q ロan,章

恩]), 金細工 師 (ツ ァー ンハ ム [tsa:q

玉am,章吹木｣), 鍛冶師 (ツァーンレック

[tsa:I lek,章列])をも管轄 していた｡ こ

こでも,パヤーなどの称号を持つ,ナ-イ ･

ツァーングン [na:itsa:q qan]などを通

して,一般の村落にいる金銀細工師,鍛冶師

を管轄 していた｡ツァオロンパーサーッは,

ナ-イ [na:i,乃] と呼ばれる特殊技能者の
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ツァオペンディン

t

ツァオロンパーサーツ

ナーイ･ツァーングン ナ-イ･ツァーンレック

'玩 i /;DD' 目 蓋

ツァーングン ツァーンレック

(ツァーン-ム)

図2 宮廷への調達のシステム

頑に文書で通知 し,宮廷に必要な もの (歌,

装飾品,刀等)を必要な時,村落か ら調達で

きる体制を敷いた (図 2)017)

ツァオロンパーサーッは, ツァオペ ンディ

ンの宮廷 の雑事 を執 り行 うとい う文脈 で,

｢家内奉仕人｣ としてのタンファンツァオと

村落の特殊技能者を適宜調達 したと考え ら

れる｡ただ, これはあくまでツェンフン内に

17)情報は, 1988年3月,西双版納倭族自治州景
洪県において得られた｡インフォーマントは,
1)量養光に住む, かつてトゥルンツァーン
[tulungtsa:I,都竜掌](象を管理するツァ
オペンディンの官僚｡ 注9) の ｢召龍納掌｣
に同じ)を務めた99歳 (当時)の男性とその
娘夫婦 (3月17日,筆者のインフォーマント
に対する中国語によるインタヴューによる｡
タイ ･ルー語による説明の部分もあったが,
後日,小学校教師を務める男性 (25歳)に録
音を聞いてもらい,中国語による説明をうけ
た), 2)鼻酒に住むかつてツァオロンパー
サーッに呼ばれてツァオペンディンの宮廷で
唱った経験をもつ老ツァーン-プ (当時77歳)
である (3月28日, 筆者のインフォーマント
に対する中国語によるインタヴューによる).
後者は全国民間文芸研究会の理事等を務めた
こともある｡ ここに記した内容は, 2者の体
験に基づく,土地改革直前の状況である｡
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歌

限っての ことであ っ

た ｡18)

また, 本稿で問題

にす る水利組織系統

の管轄 に関 して は,

ツ ァ オ ロ ン パ ー

サー ツその ものを説

ナ-ィ.ツァーンハブ 明する際には, 何故

且 †歌

Il
I

ツァーン-プ

↓
文書で通達直接召集

か言及されない｡ 前

章でみたような, 水

利組織 に関す る通説

のみに, ツァオロン

パ ー サ ー ッか ら各

ム ァ ンの正 副 水 利

官, 各 村 落 の パ ン

ムァンに至る, 系統

的な水利組織体系が

述 べ られ る の で あ

る｡ ツァオロンパーサーッがツェンフンの宮

廷 とかかわるものであることと, この通説は

ツェンフンのナ-イ･ツァーンハブ,ナー
イ ･ツァーングンについては,F社会歴史調
査』に記載が無いので,漢語表記を省略した｡
なお,注 18)で述べるように,ムァンロンに
も特殊技能者の頑が存在した｡[社会歴史調査
(8):83]には,乃占喰 (ナ-イ･ツァーン-
プ),乃占肯 (ナーイ･ツァーングン)という
表記が見られる｡
18)なお,パーサーッの名称を持っ官職は, この
他,ムァンロンやムァンハムにもみられパ
ヤーロンパーサーツ [phaya:logpha:sa:t,
肌龍帖薩] と呼ばれる｡ これらは,ツァオ
ムァンの近臣で,当該ムァンのクンファン
ツァオの管轄と財政を扱った [社会歴史調査
(8):6,8,82-83]｡ また, ムァンロンにある
パーサーツ組織 (パヤーロンパーサーッが司
る) には, ナ-イと呼ばれる特殊技能者の頭
が属し,一般の特殊技能者を管理するという
体制がみられた [社会歴史調査(8):82-83]｡
この意味で,ムァンロンにはツェンフンによ
り近い組織が見られると言える｡ いずれにし
ても, ツァオロン (パヤーロン)パーサーッ
は,ムァンの首長の宮廷内務とかかわると考
えられる｡ この他, ムァンヤーンにもパヤー
カンホー [phaya:kaqh〇:,肌剛火] という
宮廷内務とかかわる官職が記されている [社
会歴史調査(8):122]が,各ムァンの詳細は不
明である｡
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如何なる関係にあるのだろうか｡果たして,

その実態は如何にあったのであろうか｡次章

では,ツァオロンパーサーッの性格をふま

え,シップソーンパンナーの水利組織のあり

方を検討してみたい｡

Ⅲ シップソーンパンナーの水利組織

の水利組織とその他のムァンの場合とに分け

て,考察したい｡

1 ツェンフンの水利組織

ツェンフンには12本の水路が存在したとさ

れるが,刀永明等の調査報告において,その

うちの主要 5大水路に関する詳しい記述があ

る｡これらは,ムァンナーヨン,ムァンパー

ここでは,比較的資料の豊富なツェンフン ンファーッ [maq pa:qfa:t,悶邦法],

表1 ツェンフンの大用水路

水路名ムアンナ-ヨン ムアンナムシム ムアンパーンフアーツ ムアンツエラーイ ムアンホイハ- 計

声も タイムアン 6 1 0 3 0 10
又益 レークノーイ 8 10 9 5 0 32ホンハ-イ 6 0 2 3 3 14

村落敬 モム.ウン 0 0 0 0 2 2計 20 ll ll ll 5 58

河 川 ナムオツ - ナムヒ- -

水源付近のタイムアン村落 育 蘇 育 無

(出典)[社会総合調査 (2):67-70]([加藤 1989]の表を簡略化 して使用)
(注)ムァンツェラーイでは,称号を持つパンムァンの任命は,サナームが行うが,委任状はツァオ

ロンナーホワが授与する｡

表2 ツェンフンの3水路における称号を持つパンムァンの役割

[ムァンナーヨン]

各村落のパンムァンを率いて,各村落の農民を動員し,水路を補修 し,検査をする｡港概時の用水の分

配,水利規則の維持,水利をめぐる争いの処理｡毎年,倭暦新年 (4月)の後,各村落が共同で水路を
補修 し,放水の儀式を行う｡この時,パンムァンは筏を上流から流 し,どこかで障害があれば,その区

域を担当した村を処罰する｡

[ムァンパーンファーツ]
ナーツァオペンディン,ナ-ポーラームが用水不足で減産すれば,パンムァンが賠償する｡ルンクーが

パンムァンを兼ねる村落もある (バーンホスンなど)｡分水の際,田地の面積の他,水路か らの遠近 も

考慮する｡量上流の村が水を得すぎないよう最下流の村のパンムァンが責任を持っ ｡

[ムァンツェラーイ]

パヤーの称号を持つ者は15元,ツァーの称号を持っ者は9元,セェンの称号を持っ者は3元,それぞれ
ッァオロンナーホワに贈る｡各戸から貢ぎ物を徴収 (棲柵をツァオロンナ-ホワに,積柵がない場合,

銅版をパンムァンに差 し出す)03年に1度水神を配り,バーンツユンのパヤーパンムァンが集配を司
る｡

(出典)[社会総合調査 (2):67-70]
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ムァンナムトン?

ムアンツエラーイ

100万分の-の航空地形図 (WorldAeronauticalCharts0.N.C.)をもとに加藤久
美子が作成 した原図 [加藤 1989]に.[社会捨台詞査 (4):67-70]に記載される,
称号を持つパンムァンに関する情報,及び,[社会歴史調査 (4):96]に記載のナー
ッァオペンディンに関する情報を加えた｡称号を持つパンムァンについては,3水路

に関してのみ,情報がみられるが,それぞれの関係は次のようである ([ ]内は村

落名)0
ムァンナ-ヨン

(Dパヤームァンツェンラン (正水利官)[バーンツェンラン]

くさツT-パンムァンホームTン (副水利官)[バーンホームTン]
ムァンノヾ-ンファーッ

③ツァーポームァン (正水利官)[,.i-ンフェイルン]

④ツアーメームァン (副水利官)[バーンノンフォン]
ムァンツェラーイ

⑤正パヤーパンムァン [バーンオッ], ⑥副パヤーパンムァン [バーンコンロン]
⑦ツァーパンムァン [パーンヤンリー].⑧[バーンツユン]

ムァンナーヨン

∩-ンク-

ムアンナムシム
ムァ/
′､_/7p,_ソt

[凡例]

==ニ 大河川
- 中河川

- 大用水路

A タイムァンの村落

B喧 苧 レ~クノーイの村落
C ホンハーイの村落

大用水路の受益村落

-■ 河川.水路の流れる方向
㊨ ナーツァオペンディンの面穣
(単位ナ-,1ナー-y4市畝-1.67アール)

5km

図 3 ツ ェ ンフ ン盆 地 の河 川 , 大 用 水 路 , 受 益 村 落, 称 号 を持 つ パ ンム ァ ン

ム ァンツェラーイ [maI]tSEla:i,悶遠来], て説明があるはか,前 3者については,水利

ム ァンナムシム [maq namsim,悶南興], 組織に関する具体的記述が存在する [社会総

ム ァンホイハ - [mal]h〇ixa:,悶回辛]と 合調査(2):67J70]｡ここに掲載された情報を

呼ばれる｡ ここには各水路の受益村落につい 整理 したのが表 1,表 2である｡
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表3 身分毎にみたツェンフンの田地 (単位 ナー [1ナー-I/4市畝-1.67アール])

ナ-ツアオペンデイン ナ-ポ-ラ-ム ナ-ノヾ-ン

ルークラン夕オノヾヤー 1,340(12.3%) 6,245(10_5%) 30(0.07%)

タ イ ム ア ン 僅少 8,208(13.8%) 34,367(74.8%)

レ ー ク ノ ー イ 7,107(66.3%) 35,005(59.0%) ll,195(24.4%)

ホ ン ハ - イ 2,270(21.2%) 9,871(16.6%) 345(0.75%)

(出典)[社会歴史調査 (4):167-197]
(荏)ル-クランタオパヤーは,ウンの身分に属し,独自に村落を形成しているものであるO ツァオペ
ンディンの警護を役割とする｡

これ らの水路の受益村落をみると, ムァン

ホイハーを除いて,圧倒的にクンファンツァ

オの村が多いことがわかる｡ 特に,パヤー等

の称号を持っパ ンムァンはバーンホームァン

[ba:nho:mall,量火融] を除いて, 全て

クンファンツァオの村か らでており (図 3),

特にレークノ-イの村が多い｡まず, この意

味について検討 したい｡また, この点に関 し

ては,既に加藤久美子がまとめて報告 してい

るので,参照することにする [加藤 1989]｡

ツェンフンの土地 は, ナ-バー ン [na:

ba:n,納量],ナーポーラーム[na:p〇:la:m,

納波朗], ナ-ツァオペ ンディン [na:tsau

phfn din, 納召片領] に大別された (義

3)｡ ナ-バーンは村落内で管理され, 世帯

を単位として割替えられる土地であり,収穫

物 は村 内で処理 された｡ ナーポー ラーム,

ナーツァオペ ンデ ィンは複数の村落 にまた

が って分布 し, それぞれ当該 ポー ラーム,

ツァオペ ンディンに収穫物の一部が納められ

た [社会歴史調査(4):95-98] (5大水路に

よって港赦 されるナ-ポーラーム,ナーツァ

オペ ンディンについては表 4参照)｡ これ ら

の土地 は表 3をみ ると, ナーバー ンが タイ

ムァンの村落に優勢で,ナ-ツァオペンディ

ンの大半が レークノーイの村落 に分布 し,

ナ-ポーラームもレークノーイの村落に多い

ことがわかる｡

従 って,荊述の,称号をもっパ ンムァンの

多 くが レークノーイの村か らでている点は,

ナ-ポーラーム,ナ-ツァオペンディンの港

概を重視することを示唆 している｡特に,水

路の下流域の レークノーイの村に称号をもっ

パ ンムァンが置かれており, これ らの村及び

その周辺には,例外なくナ-ツァオペ ンディ

ンが分布 していた (図 3)｡以上のことか ら,

ナーツァオペンディンに十分な用水の供給を

するため, ツァオペ ンディンの家内奉仕の中

心 となるレークノーイが,重要なパ ンムァン

に位置付けられたと考えられる｡19) このよう

な意味では,加治のいうように,水路の管理

がツァオペンディンの経済的基盤を確かにし

たということが言えよう｡

ところで,表 1,表 2の水路に関する情報

を見 ると,各水路 ごとにその水利組織が異

なっている｡ 称号を持っパ ンムァンを任命す

19)ここまでの内容は加藤久美子も報告している｡
氏は, ツェンフン盆地に限定して, ツァオペ
ンディン一族のムァン内の民-の関わり方を
考察している｡ このなかで,各 ｢身分｣の水
路への関わり方を問題にするのである｡また
氏は,タイムァンの村落に存在するナーツァ
オペンディン,ナ-ポーラームをクンファン
ツァオに貸し出し,篠役もクンファンツァオ
に肩代りさせていたという事例を指摘し,タ
イムァンの自立性を強調している｡ 今後,詳
細な論稿の発表が期待される (加藤 [1989])0
また,加治 [1988b]においても [社会総合
調査(2):67-69]の記述に従って,ムァン
ナーヨン,ムァンパーンファーッの水利組織
が紹介されている｡
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表 4 ツェンフンの潅漑系統と管轄下の官職田

水路名称 田 名 官職名

ムァンツェラーイ 納 景 董

納 龍 竿
納 在 吹

納懐郎鼻轟
納 帖 薩

納 掌
ムァンナムシム 納 龍 董 別

納 龍 董 那
納 龍 董 永
納 火

納 版 両

ムァンパーンファーッ 納 醒

納 東 何
版 龍 納 昂
納 帖 薩

納 花
ムァンナーヨン
ムァンホイハー

納 帖 薩

納 掌

ツァオペンディン

ホイダンツオムワン (A)

ホイダンパーンフム (A)
ツァオロンパーサーッ (B)

ツァオロンナ-ツァーン (B)
ツァオペンディン

ホイダンツオムワン (A)

ホイダンパーンオッ (A)
ツァオペンディン

ツァオロンパーサーッ (B)

ツァオロンナ-ホワ (B)
ツァオロンパーサーツ (B)

ツァオロンナーツァーン (B)

(注)｢劫景洪港概系統｣[社会歴史調査 (3):80-91] より,重要な5大
水路におけるナーツァオペンディン及び,4大官僚 (A),8大官僚
(B)に与えられるナーポーラームを抜粋 して整理｡なお,田名はタ

イ ･ルー語名が不詳なので,資料に掲載された中国語表記を用いて
ある｡

るのは,サナ-ムもしくは, ツァオペ ンデ ィ

ンであ り, ム ァンツェラーイでは, ツァオロ

ンナ-ホワ [tsauloIJna:ⅩVa,召龍納花]

(軍事 を司 る官僚)が委任状 を発行 す るとい

う｡ ここには,特 に, ツァオ ロンパーサー ッ

が関わ ったとす る記述 はない｡では, ツァオ

ロンパーサー ッの役割 は何であ ったのだろう

か｡ これに関 して筆者 は,以下のような情報

を得ている｡即 ち,水路補修の際 には, ツァ

オロンパーサー ッが水路 を使 う人々か ら費用

を集 め,必要な道具を分 け与える｡ この際,

ナーツァオペ ンデ ィンやナ-ポーラームに関

す る水路 につ いて は, ツ ァオペ ンデ ィ ンや

ポーラームが費用を供出す るとい う｡ また,

新年 (4月) の前 に,サナ-ムの官員 の依頼

により, シップソー ンパ ンナ一における最高

位 の寺院, ワッ トロン [vatloIコ,瓦龍] の

住職が仏典 に記 される天文暦法を用 いて占い
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を行う｡ これは, 降雨量

や水路に水を流す日, サ

ン ハ ー ン ピ ー マ イ

[saqxa:npi:mai,桑竿
比蓮] (瀞水節), --オ

ワッサー [Ⅹa:uVatSa:,

豪瓦薩] (関門節) 等の

日取 りが対象 となる｡ そ

の後, サナ-ムよ り水利

に関 す る命 令 が 出 さ れ

る｡20)

これをみると, 18世紀

にだされたという 『議事

庭 長 修 水 利 命 令』 と同

様, サナ-ムか ら命令が

出ている｡ 即 ち, 水利そ

の ものの責任 はサナ-ム

全体 にあ り, ツァオロン

パ ーサー ッが水利 に関す

る命令体系 の頂点 にあ る

のではない｡ ツァオロン

パーサー ッは費用徴収,道具の分配 という形

で,村落間の水利管理 のまとめ役 として機能

して いたので あ る｡ ただ, ツ ァオ ロ ンパ ー

サー ッの機能 には,前章でみたよ うに, ツァ

20)情報は,1988年3月17日及び21日,西双版納
康族 自治州景洪県において得 られた｡イン
フォーマントは,注17)で述べた人物(1)と,王
族出身で版納報社に勤務 し,タイ ･ルー文の
長編叙事詩の整理 (雲南民族出版社か らタ
イ ･ルー文でいくつか出版されている)も行
なっている男性 (推定65歳,当時)である
(筆者のインフォーマントに対する中国語によ
るインタヴューによる)｡なお,後者も,象管
理の官僚 トゥルンツァーンを務めたことがあ
る｡ サン--ンピーマイは,康暦新年 (太陽
暦 4月) の行事で, 通常水かけ祭りの名で知
られる｡ 上座部仏教圏では, 雨季に僧侶が寺
院にこもる習慣があるが (パンサー),シップ
ソーンパンナ-では,このパンサーにあたる
のがワッサーである｡太陽暦 7月の--オ
ワッサー (関門節)から,太陽暦 10月のオッ
クワッサー [〇k vatsa:,奥瓦薩] (開門節)
に至る3カ月がこれにあたり,人々は布施に
励む [加治 1988a]｡
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オペンディンの財政管理,家内奉仕人として

の レークノーイの管轄があった｡前述のよう

に, ツェンフンの主要な水路は主 として レー

クノーイの村落に分布するナ-ツァオペ ン

ディンを潤 し,重要なパ ンムァンの殆どは,

レークノーイの村落からでていた｡ これらを

考慮すると, ツァオロンパーサーッはツァオ

ペンディンの財政管理, レークノーイの管轄

という文脈でパ ンムァンを管轄 し,水利に関

わったのであり,命令体系とは別の関わり方

を したと考えられる｡

また,加治及 び加藤 も指摘 しているが,

ツェンフンの水路は, 2種類にわけることが

可能のようである [加治 1988b;加藤 1989]｡

即ち,山中から直接導水する形 と中河川 (ナ

ムヒー [nam hi:,南渓], ナムオッ [nam

〇t,南窪]) か ら取水堰 (ファーイ) を用い

て導水する形である｡21)表 1及び図 3をみる

と,後者の形を取る水路は,必ず上流部にタ

イムァンの村落があることに気づ く (ムァン

ナ-ヨン,ムァンツェラーィ,ムァンナムシ

ム)｡ これ らの水路の最上流部 はタイムァン

のナーバーンが多 く,また,当然なが ら取水

に有利であった｡従 って,ナ-ツァオペ ン

ディンの分布する下流域を潤すには,最下流

のパ ンムァンが力をもっ必要があったのであ

る｡22)

21) ファーイは, タイ系譜族に広くみられるもの

で,草木を用いたものや,石 ･土等でつき固
めたものが多い｡水勢によって自然に流出し

てしまう,一時的な仮締切堰なので,毎年,
築造 ･管理の必要性がある｡なお,北部タイ,

チェンマイ盆地ではチーク材等を用いた恒常
的ファーイも存在するという [田辺 1978]｡
なお,注 14)も参照のこと｡

22) この点についても,加藤の言及がある [加藤
1989]｡ムァンツェラーイとムァンナムシムの
上流部にあった,タイムァンの村落バーン
ター [ba:n ta:,量達](図 3) は, クン
ファンツァオの7カ村に土地を貸 し出す等,
大きな力をもっていた[社会歴史調査(4):198-
210]｡

また, 5大水路の他に受益村落がチェン-

ンセンによって示唆されている水路 として,

ムァンナム トン [maq nan t〇q,悶南端]

があるが,ナムヒーか ら取水されるこの水路

は, バーンニウ [ba:nniu,鼻紐] という

タイムァンの村落が,最上流にあった｡チェ

ン- ンセンによれば, この水路では,それぞ

れの村落からローテーションでパ ンムァンを

出 していたという [Chen 1949:41]｡23) こ

れは,称号をもつパ ンムァンを出す村落が固

定された,表 2の水路 とは異なっている｡ こ

の水路の利用が可能なのは,図 3をみてもわ

かるように, 4ヵ村だけである｡ このうち,

2ヵ村がタイムァンの村落であり,他の 2村

は後に建てられたものである｡先住民である

タイムァンは,元来はこのような形で短い水

路を利用 していたのではないだろうか｡ この

ようにみると,主要水路のうち, ファーイを

用いる水路は, こうしたタイムァン主導の原

23)チェン-ンセンは,バーンニウ,バーンリン,

バーントゥンの3ヵ村のみをあげており,ま

た,ムァンナムトンという水路名を記してい

る訳ではない｡ただ, [社会歴史調査(3):89-
91,96-97]に,ムァンナムトンによって港赦

される田地が掲載されており,バーンニウを

中心に広がるとされるO バーンニウは,他の

水路と関わらないことから,チェン-ンセン

のいう,ローテ-ションでパンムァンを出す

水路は,ムァンナムトンではないかと推定さ

れる｡ バーントゥンは, 『社会歴史調査』 で

は,バーントゥンロン [ba:nthugloIコ,隻
棟龍],バーントゥンノーイ [ba:nthuI】
n〇i,量棟固]に分かれており,ここでは, 4

ヵ村と数える｡
チェン-ンセンは,これら3ヵ村の名を

ManLiu,ManLing,ManTungと表記し
ている｡Manは量の漢語音と思われる｡バー
ンリン,バーントゥンと同一水路に関わる村

落は, バーンニウのみであるので,昔の近さ

を考慮し,ManLiuをバーンニウと解した｡
なお,『社会歴史調査』では,バーンリンは量
令 [ba:nliI]]と表記されている｡
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初的な水路を意図的に延長 したということが

考えられる｡そうであるならば,ツァオロン

パーサーッはタイムァンの水路 と,特にナ-

ツァオペ ンディンの港概を目的としたタン

ファンツァオの村落をめぐる水路とを連結さ

せる役割を果たしたといえる｡

以上みたように, ツェンフンの水利組織

は,通説にいうようなツァオロンパーサーッ

を頂点とする体系として存在 したわけではな

かった｡主要水路は,ナ-ツァオペンディン

の港概 を意図 してお り, ツ ァオ ロ ンパ ー

サーッはツァオペンディンの財政管理という

本来 もつ機能の一環として,水利に関わって

いたのである｡ところで通説では,各ムァン

の官署と大用水路にも水利官がおかれ,ツァ

オロンパーサーッが管轄 したとされる｡次節

ではこの点 について,考察することにした

い｡

2 その他のムァンの水利組織

前述のように,ツェンフン以外のムァンに

関 しては水利に関する情報が極めて少なく,

｢各ムァンの官署の水利官｣なるものについ

ては全 く資料がない｡また,ツァオロンパー

サーッがどのように各ムァンの水利に関わっ

たかを示す資料 もない｡従 って ここでは,

｢各ムァンの大用水路｣について検討 したい｡

水路の状況については多少とも 『社会歴史調

査』に掲載された断片的な記述から,その特

色を窺うことができるからである｡24)

24)以下の考察において使用した資料名を順にあ
げると,(1)｢西双版納俸族地区社会経済調査総

結報告｣(2)｢勧龍鼻破案調査｣(3)｢劫海封建

領主経済概況｣(4)｢劫海星真案調査｣(5)｢勧

板康族社会状況調査｣ (6)｢勧竿倭族社会状況

調査｣(7)｢劫混康族社会経済状況調査｣(8)

｢孟力混鼻坪案調査｣(9)｢勧適倭族社会経済状況

調査｣ (10)｢版納劫養･融養塀区倭族社会経済

状況｣ (ll) ｢劫往倭族社会経済状況調査｣ (12)
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水路に関する記述は, ムァンロン [maq

loIJ,劫龍], ムァンハ-イ [mal]hal.i,勧

海], ムァンパーン [maqpa:n,劫板] の

報告にみられる｡以下,主要な記述を列挙 し

考察 してみたい｡

ムァンロンにおいては,

(I) バーンウェン [ba:n Yen,量允]等

10村では,各家族が共同で開いた水路

を使用する土地は,ナ-バーンに属 し,

共同の水路を使用 しない土地はナ--ク

ム [na:Xakum,納暗涙] (家族の田

地)25)に属す [社会歴史調査(2):5]

｢副根倭族社会経済状況調査｣である｡調査年
代は, (2X6X7X8X12)が1955年, (3X9X10)が1954年
である｡(4)には1948年と1953年の状況の比較
がなされており,(5)には1952-54の状況がしば
しば記される｡ (ll)には1953年,1954年の記事
が多い｡(1)は注5)で述べた馬噂の総括報告で

あるが,1948-53(自治州成立前)と1953-54
(自治州成立後)の調査資料に基づくとされ,

1958年の土地改革の前の状況を表す｡ムァン
ロンの(1)の記述は, (1)の資料 (絵結報告)に

よるが,他の調査資料にはみられないもので

あり,オリジナルなデータとして使用するこ

ととする｡

25)ナー-クムは,同一 ｢家族｣によって継承さ
れる土地で,村内で割替えられるナ-′ヾ-ン

には属さない｡-クムは,中国語では単に

｢家族｣と訳される｡双系的な親族のあり方を

示すタイ･ルー族と父系制の発達した藻族と

では, その意味する内容が当然異なる｡-ク

ムという語に即した概念の説明は,現在得ら

れておらず,それ自体今後の課題といえる｡

ムァンフンでは,開墾して9代を超える土地
は, 自由に処理してもよいが, 9代を超えな

ければ,族内でのみ譲渡 ･売買が可能であり,

女系家族に継承される. ムァンロンでは,一

族のうちの一家族が,一族の領域の中で新た

に開墾した土地は, 3代の後に,必ず,ナー

-クムに入れられる｡ そして,兄弟3人,柿

妹 1人の場合,長子が3分の2を継承し,他

の兄弟姉妹がそれぞれ9分の 1を継承する｡
また,ナーハクムは家族の長が管理し分配す

る｡ このように,管理方法は地域によって異

なっていた [社会歴史調査(2):4-5]｡
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表 5 各ムァンの田地 (単位 畝 [市畝-6.667アール])

ナ-ツアオペンデインナーツアオムアン ナ-ポーラーム ナ-バーン ナ-ハクム

ツ エ ン フ ン 2,045 12,653 9,594 1,356

ム ア ン ロ ン 50 48 18,033 総戸数の85%が所有

ム ア ン ハ ム - 4,584 ll,614 1,136

ム ア ン ホ ー ン 60 0 1,160 -

ム アンツエンハ - 0 21 527.5 -

ム ア ン ヤ ー ン 150 1,783.75 863.75 -

ム アンツエンヌー 124 0 8,680 -

ム ア ン ヒ ン 0 0 10,130.88 -

ム ア ン バ ー ン 184.4 0 2,469.28 全田地の88%

ツ エ ン ト ン 85.86 0 1,222.2 -

ム ア ン- - イ ④ 92 38 16,092 -

ム ア ン フ ン 1,766 0 14,706 ll,480

ム ア ンパ ー ン@ 48 30 2,190 -

ムアンツエンロー④ 200 8 2,508 -

ム ア ン ス ン 0 0 3,821 -

ム ア ン ツ エ ー 120 0 31,544 12,982.4

ツ エ ン ツ ユ ン 410 0 7,826 -

ム ア ン マ - ン 286 288 650 -

ム ア ン ノ＼ - ン 24 0 1,727.2 -

ム ア ン ガ ー ツ 282 0 6,652 -

ム ア ン ウ ア ン 345.6 0 6,160 -

ム ア ン ラ - ① 2,194 2,158 6,034 -

ム ア ン プ ン 330 152 5,032 2,159

ム ア ン ヴ エ ン 122 196 480- -

(注)資料中には,(釧こおいては挑,①においては石という,産出量を示す単位を用いて表示 してある｡

『社会歴史調査』では, 1挑-40市庁 (20kg)は, 4畝 (約26.7アール)の土地の産出量に相当し,
1石-5挑 (100kg)は,20畝 (約133.3アール)の土地の産出量に相当するとしている｡ ここで
は,これに従って,畝に換算 した｡この他,各ムァンには,ナ一夕オフン (村落の頭目に与えら
れる田地)やナーシン (私田)等がわずかずつ存在 している｡

(出典)[社会歴史調査 (4):124;(5):40付表,103,145-146,152,165;(6):34付表,107,123,
141,155,181;(7):23-24,50,93,123;(8):34,66,73,100,105-106,146付表 ;(9):
9,44-46,57,63]

(2) バ ー ンポ ック [ba:npok,量破] が 共同して一本の水路を掘った [社会歴史

建 て られ て後, この村 とバ ー ンロー ン 調査(8):111]

7- [ba:nloI〕Xy,量龍和]等 3村 は, という記述 のみみ られ る｡ ム ァンロンでは,
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バーンウェン,バーンポックはタイムァンの

村落であり,バーンローン7-はクンファン

ツァオであるが,元来はタイムァンであった

という｡また,これらの村落にはナーバーン

しか存在 しておらず,(1)の記述をみても,自

分達の田地のための水路だということが窺わ

れる｡ムァンロンには62村があったが,52村

がタイムァンで,10村のクンファンツァオの

うち6村は,元来タイムァンであったとい

う｡ クンファンツァオの村落は,ツァオムァ

ンの居住地付近に集まっており,ナーツァオ

ムァン [na:tsau mat),納召劫](ツァオ

ムァンの田地)やナーポーラームもこの周辺

のみに集まっている｡ナ-ツァオムァン,

ナ-ポーラームは表 5にみるように非常に少

なく,共に,元来クンファンツァオであった

4ヵ村にのみ存在し, しかもナ-ポーラーム

はポーラーム自ら耕作に関わったという [社

会歴史調査(8):90-92]｡

また,ムァンハ-イでは,

(l) バーントゥン [ba:nthuI〕,量董]

(クンファンツァオの村落)はバーン

フェイ [ba:nfei,鼻糞](タイムァン
の村落)か ら土地を借 りたが,荒れ地

だった為,頭目が新 しく一本の水路をっ

くり田地は良くなった｡しかし,水路を

開 くのに多 くの労力と費用を要 したの

で,頭目は不満足であり,バーンフェイ

と紛糾中である (バーンフェイはクン

ファンツァオの6ヵ村に土地を貸 してい

た)[社会歴史調査(5):14]

というような記事があり,また,

(2)(バーンツユン [ba:ntsyn,量真]に

おける,バーンヒン [ba:nhim,量興]

の7戸が耕作する田地において)バーン

ヒンが開いた田地では,水車を用いて水

を引く｡バーンヒンは,水車を作ること

ができ,流沙河のほとりに風車を作り,

風力によって水を引く (バーンツユン,

100

バーンヒンは共にタイムァンの村)[社

会歴史調査(5):50]26)

という記事がみえる｡(1)のバーントゥンの土

地はあくまでバーンフェイのものであり,ま

たバーントゥンはクンファンツァオの村落で

あるといっても,ナーツァオムァンやナー

ポーラームは存在していなかった｡従って,

この水路は,あくまでタイムァンを中心にし

た水路である｡また,(2)は,タイムァンの村

落同士の土地の貸し借りの問題であるム

また,ムァンパーンでは,｢水路は,元来,

ただ,ナ-バーンの排水漕概に供するもので

あった｣ と指摘されている [社会歴史調査

(5):146]｡
ツェンフンの水路はナーツァオペンディン

やナ-ポーラームを潤すという目的をもった

が,ここに記されている水路は,すべてナ-

バーンの為のものとされる｡これらのムァン

では,表5にみるように,圧倒的にナ-バー

ンが優勢であった｡従って,ここには,ツェ

ンフンの大水路のような目的をもつ水路を築

く必然性がない｡

水路については以上であるが, ムァン

ツェー [maq tse:,劫遮] に関して,パン
ムァンについての記述がみられる｡即ち,

ツァオムァンはかって水利の開発の為に,

最高の爵位をパンムァンに与えた｡[社会

歴史調査(2):39]

ところが,これは伝説であり,次のような実

態が報告されている｡即ち,

一般に,最上流の村は田地がよく,田地が

少なくても生産高が高く,十分な収穫があ

げられる｡これに対し,最下流の村では,

天水に頼って生活が成り立っている｡田地

の質は劣り,生産量は低く,多くの田地を

26)水車を用いる例は, ビルマ･シャン州におい

ても報告されている [ScottandHardiman
1900:γol.1,275]｡
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開いてのみようやく生活が成り立っ｡[社

会歴史調査(6):15]

即ち,ムァンツェ一にはツェンフンにみるよ

うな,下流を潤す為の作為的な大水路は存在

せず,自然な流れが利用されたと考えられ

る｡従って,ツェンフンの大用水路で活動す

るような形でのパンムァンは存在せず,あく

まで伝説のものと考えられる｡

水利組織に関わる要素である,水利に関わ

る役職,水路についての記述は以上である｡

しかしながら, 例えば, ムァン-ム [maq

ham,勧軍] やムァンフン [maq hun,勧

混]では,他の要素から,水利の状況を窺い

知ることができる｡

ム ァン- ムは,｢古 タイムァンの村落

(ムァンの先住民)が,盆地の中心に集まり,

耕地は水源に近い｡新タイムァン (ツェンフ

ンから来たもので,ツェンフンのツァオペン

ディンに属するクンファンツァオとしても機

舵)の村落と,ツァオムァンに属するクン

ファンツァオの村落は,潤浪江の沿岸に分布

しているが,土地の位置が高いので,潤冶江

の水を利用できない｡彼らの土地は,荒れ地

なので平地へ行って耕さねばならず,十数里

の道のりを行かねばならない｣[社会歴史調

査(8):6]という状況であり,ナーポーラー
ムが多 く分布 したクンファンツァオの村落

は,立地条件が悪かった｡これに対し,水源

に位置するバーンコイ [ba:n koi, 量桂]

は,古タイムァンの中心として,取り決めを

行う組織をツァオムァンと別に持っ等,独立

した権限をもっていた｡このバーンコイの頭

目はツァオボーッ [tsaubo:k,召播]と呼

ばれ, その勢力は, ｢ツァオボーッは水と地

の主で, ツァオムァンには水と地がない｣

[社会歴史調査(8):5]という諺からも窺い
知れる｡

またムァンフンでは,タイムァンの村落が

65パーセントを占め,中でも,バーンプン

[ba:npun,量拝]のような古い村が全

ムァンの山林と水源を管轄する権利をもった

という [社会歴史調査(5):98]｡ バーンプン

に関しては,次のような内容の記述がある｡

ムァン最古の村で,人口は最大,土地,山

林,水源を最も多く確保している｡耕地は

全部ナー-クムに属 し,村の周囲に分布

し,東は布朗山のふもとから,西はムァン

の中心で,ツァオムァンの土地と接するあ

たりまでに及ぶ｡南開河の支流がめぐって

港概に役立っており,自然条件は非常に優

れている｡[社会歴史調査(5):120]

即ち,ムァンフンの大半の耕地を最古の村,

バーンプンが占め,自然河川を溝概用水にあ

てている｡更に,全ての耕地が各家族の田

也,ナ--クムであるとされ,前述のムァン

ロンの(1)の記述を考えると,各家族共同使

用の水路が存在しない可能性すらある｡

ここでは,先住のタイムァン古村が水源を

握って大きな勢力をもっている｡ムァンフン

では圧倒的にナーバーンが多く (表5),比

較的ナ-ポーラームの割合の多い,ムァン-

ムでも,ナ-バーンの方が,析作上,よい条

件を占めていた｡これらを考えると,ここに

はツェンフンの大用水路のような目的をもつ

水路を築く必然性がない｡

その他,港概の為の大用水路どころか,水

不足を報告する記述が散見される｡例えば,

ムァンツェ一には慢性的な水不足が存在し,

そのことが,次のような伝説を生んだ｡即

ち,

スーロンファー [sa:lonl]fa:,香触法]は

最古の村バーンフン [ba:n hul〕,量洪]

の人で,かつて民衆を指導し,盆地を貫く

一本の大河- ナムムユンシップツァイ

[nam my:nsiptsai,南悶西宰](10万

の若者の河川)を築いた｡ツァオムァンは

その手柄を誉めナムムユンシップツァイが

港概する村落を皆,スーロンファーの管轄
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下においた.ス-ロンファーは人々から尊

敬されたが,ツァオムァンに反抗しようと

している,と密告された｡ツァオムァンは

これを信じ,ス-ロンファーをナムムユン

シップツァイの水源の所で殺そうとした｡

このときから,ナムムユンシップツァイの

水は二度 と流れな くなりムァンガーツ

[maqqa:t,勧阿]へ流れていって し

まった｡[社会歴史調査(6):33]

また,ムァンヤーン [maDya:q,劫養]に

は次のような記述がある｡

ムァンには,開墾されていない荒れ地が大

量に存在する｡中央を貫く南木養河の,川

底は大変浅く,冬から夏にかけては水源が

枯れてしまい,夏から秋にかけての大量の

雨で河水が増えて,ようやく港概ができ

る｡ムァンの田地の間に行き渡る水路は

整っていないか非常に少ない｡多くの田地

では天水に頼っており,生活の保証はまる

でない｡[社会歴史調査(8):119]

この他, ムァンマーン [maq ma:q,劫

満], ム ァンウ ァン [maq valコ,勧往],

ムァンヒン [maqhiq,劫根] においても,
水不足や天水に頼らざるを得ない状況が記さ

れる [社会歴史謝査(6):27;(6):172;(7):

41]｡ 以上の事例は, 港概の為のまとまった

水路が十全に機能していないことを示してい

る｡また,こうした状況を解消するため,土

地改革後に多くのムァンで新しく水路が建設

されたという [社会歴史調査(1):93]｡

以上,資料の存在する限りにおいて,各

ムァンの水利の状況をみてきた｡ここに列挙

した資料は,これらのムァンに,ツェンフン

にみられるような大水路が存在しないことを

裏付けるものばかりである｡水路に関する記

述は, ムァンロン, ムァンハ-ィ, ムァン

パーンにみられるが,ツェンフンと異なり,

いずれもナーバーンの為のもので,タイムァ

ン主導のものであった｡また,表5をみても
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わかるように,ツェンフン以外の殆どのムァ

ンではナ-バーンが圧倒的に優勢であり,

ナ-ツァオムァンやナーポーラームを潤す為

の大水路が存在する必然性はなかったのであ

る｡以上よりみると,第一章でみた通説,

ツァオロンパーサーッから各ムァン,各村落

の大水路の水利官に至る水利組織の体系とい

うものはありえないことになる｡

お わ り に

以上,ツァオロンパーサーッの機能を考慮

しつつ,シップソーンパンナ-の水利組織に

ついて考察してきた｡特に,通説でいわれる

ような,ツァオロンパーサーッから各ムァ

ン,各村落の大水路の水利官に至る水利組織

の体系について検討をした｡その結果,以下

の点が判明した｡

ツェンフンではツァオペンディンの家内奉

仕の中心となるレークノーイの村落に多くの

ツァオペンディンの田地が分布し,これらを

港概するために,レークノーイを中心とする

クンファンツァオの村落から,称号をもつパ

ンムァンがサナーム等により任命され,上位

権力と結び付いた｡ツェンフンの大水路はこ

のような意味をもっていた｡ところが,他の

殆どのムァンでは,圧倒的にナ-バーンの比

率が高く,記述に表れる水路もタイムァン主

導のものであった｡タイムァン主導の水利の

場合は,村落及び水がかりの数力村で自治的

に行われ得るもので,上位権力と明確に結び

付 くものではなかった｡多 くのムァンには

ツェンフンのような大水路が存在しえなかっ

たのである｡こうした意味で,上位権力と直

接結び付 く,ツェンフンの称号をもつパン

ムァンのみが,水利官といいうる性格を有し

ていたといえよう｡ 従って, 『議事庭長修水

利命令』のような命令書も,ツェンフンに限

定されるものと考えられる｡そうであれば,
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加治の言う ｢統治階級の経済基盤が水利とか

かわる｣のは,ツェンフンのみということに

なる｡また,これら水利官を続轄 したとされ

るツェンフンのツァオロンパーサーッは,体

系化された水利組織の頂点にいるというので

はなく,ツァオペンディンの財政管理, レー

クノーイの管轄という宮廷の仕事の文脈で,

あくまでツェンフンの水利事業に関わってい

たのである｡

また,本稿では,『社会歴史調査』 に掲載

された個々の具体的データを再構成 し,分析

を進めてきたが,具体的データと報告者の説

明の部分には,矛盾が生ずる場合も少なくな

い｡例えば,第-章でみた,刀永明等の調査

報告や張公理の説明に,そのまま当てはまる

水路は,表 2のツェンフンの3水路をみても

存在 しない｡彼等の説明は,ツェンフンの3

水路の実際を総合したような内容となってい

る｡ ツェンフン以外のムァンに大水路が存在

し得ないとなると,従来の水利組織に関する

見解は,ツェンフンの3水路の実際に基づい

た理念型にすぎないことになる｡

以上より考えると,水利組織は統治機構に

しっか りと組み込まれていたとはいえず,

ツァオペンディンは,水利組織を掌握するこ

とで,シップソーンパンナー全土に経済的権

力基盤を確立 していたのではなかった｡従っ

て,シップソーンパンナーの統合の原理は水

利組織の強固さには求められないことにな

る｡

全シップソーンパンナーの水利組織が系統

的に把握されないのならば,シップソーンパ

ンナ-の統合について考える場合,どのよう

な点が重要となるのだろうか｡シップソーン

パンナ-では,他の上座部仏教圏と同様,男

子が出家する習慣があるが,僧侶の位階の上

位二つをツァオペンディン一族が占めてい

た｡ツァオペンディンは更に,スムデット･

パピンツァオ [sumdetpapintsau,松領帖

兵召](至尊仏主) という称号を持ち,仏教

的に権威づけられた [加治 1988a]｡ 同時

に,中国王朝から ｢宣慰使｣の称号を受け,

他のムァンへの卓越が承認された｡従って,

ツァオペンディンが全シップソーンパンナ一

に卓越したことが最も明白に示されるこの二

点が,シップソーンパンナーの統合について

考える際のポイントになると思われる｡27)

また,筆者が関心を寄せる,歌を専門とす

る職能者ツァーン-プについていえば,第二

章でもみたように,ツェンフンのツァオロン

パーサーッは,ツェンフンのツァーンハブの

みを管轄 していた｡この点は,水利官の管轄

と同様である.ところが,各ムァンのツァー

ン-プは,-ーオワッサー (関門節)とオッ

クワッサー (開門節)の際に,ツェンフンに

やって くるツァオムァンの使節の一員とし

て,ツァオペンディンの宮廷で歌を唱 ったと

27)ツァオペンディン権力の経済的側面について
いえば,更に各ムァンとの水利以外の経済的

関係を検証する必要がある｡ ただ,『社会歴史
調査』『社会総合調査』の随所をみる限り,各

ムァンからの朝貢品は,--オワッサー等の
際に贈られる,儀礼的な物品が多いように思

われる｡ この点についてみても, ツァオペン
ディンは,各ムァンに対して,強固な経済的

支配力を及ぼしていたとは考えられない｡今

後更に検討することにしたい｡

また,初めに述べたように, シップソーン

パンナー王国は,16世紀以降統合を保ってい

た｡このような統合の原理について詳しく言

及する為には,更に,適時的な考察が必要と

なろう｡ ただ,水利に関して言えば,次のよ

うな点が考えうる｡即ち,張公連が紹介した
タイ･ルー文 『景洪的水利分配』 は15世紀の

ものであり [張公理 1981],前掲の 『議事庭
長修水利命令』 は18世紀のものであるが,双
方とも,ツェンフンの水利状況のみを表すも

のである｡他のムァンの状況についての詳細

な資料を欠くので正確にはいえないが,シッ
プソーンパンナ-王国の大用水路は,時代を

通じて,ツェンフンのみに発達していたので

はないかと思われる｡
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いわれる [社会総合調査(2):10,12]｡即ち,

水利官 とツァオペ ンディンの結び付 きが,

ツェンフンに限られるのとは異なり,ツァー

ン-プはツァオペンディンの全シップソーン

パンナ一に及ぼされる権威と関わる存在であ

ることを示 している｡この間題については,

改めて論 じることにしたい｡

それにしても何故, ツェンフンにはナ-

ツァオペンディンが広がっており,組織化さ

れた用水路が発達 し得たのであろうか｡この

理由に関しては,本稿では未解決のままであ

る｡ただ,水路修復時が,ワットロンの住職

の占いによって定められるとあった｡このこ

とは,本来用水を得にくい下流域 (ナ-ツァ

オペンディンが分布する)-の水の供給が,

仏教と関わって行われることを示 している｡

また,ワットロンは,シップソーンパンナ一

における最高位の寺院で,ツァオペンディン

の居住地にあり,ツァオペンディン一族と密

接な関係をもっていた｡即ち, ツァオペン

ディンは,その田地こそ不利な自然条件下に

あったが,一方で仏教に由来する高度な知識

を占有 し,自らの威信を高めたことが想像さ

れる｡水路の上流に位置 し,条件の良い土地

をもっていたバーンタ- (図 3)は,ツェン

フンのビームァン (ムァン土着の守護神)の

祭紀において重要な関わりをもった [社会歴

史調査(4):198]｡ これに対 してツァオペ ン

ディンは外来の仏教による権威と関わって,

経済的問題をも解決 したと考えることもでき

28)[社会総合調査(2):70]には,ムァンナーヨン

の開水の儀式において唱される,水神を紀る

詞が掲載されている｡｢慣例に照して述べま

す｡ 本年,生産の季節がやってきて私こと水

利の頭目はスムデット･パピンツァオ (ツァ

オペンディン),ポーラームの通知を受け,紅

鶏のつがい,酒一瓶,積榔-つなぎ,花蝋燭
八本を供えて,『底瓦問JlF底瓦泣』 (タイ ･
ルー族の一組の神の称号)等の水の神をお紀
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よう｡ また,水神の祭祀において唱えられる

祝詞には,｢ツァオペンディンの通知をうけ

て｣水神を配ることが述べ られる [張公理

1986:13ト132;社会総合調査(2):70]｡28) こ

れは,さらに,非仏教的な霊的存在にもツァ

オペンディンの権威が及んでいることを示す

ものである｡これらの点についても,課題と

して挙げておきたい｡
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本稿作成において, 東京大学文学部桜井由窮雄

助教授及び,名古屋大学大学院文学研究科加藤久

美子氏に,貴重なコメントを頂きました｡ ここに

感謝の意を表します｡

り致します｡底瓦粒等の諸神には,水路,堰

をよく管理し, これらが崩れたり,漏れを起

こしたりしないように,水が順調に流れるよ

うにお願い致します｡合わせて,神々には,

各地に遍く雨を降らせて,地上の穀物の宙が

強く育ち,稲穂が十分実り,早魅も虫の害も

なく,各地が豊作となるよう,お願い致しま

す｡｣これとほぼ同じ内容の祝詞が [張公理
1986:131-132]にも掲載されている (鶏を

殺して水神を紀る祝詞)0
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史料 l 『議事庭長修水利命令』

(原文はタイ･ルー語であるが未見｡張公理 [1981]に掲載の中国語訳より翻訳｡タイ･ルー語の術語は

カタカナ表記し,括弧内に漢語表記を付した｡)

ツァオモム (召孟)l)は,公明にして偉大であり,慈愛にみち,あまねく十万のムァン (勘)に恵みをも

たらす｡議事庭の大小の官員の首領である議事庭長は,議事庭の意志に従い,スムデットパピンツァオ

(松底帖翁丙召 〔松領帖兵召に同じ〕)の意志に従い,命令を発布する｡各ムァンタンパンムァン (勘当板

悶)2)と用水路,港概を全て管理するルンター (触達)に,以下のように処置することを求める｡

一年が過ぎ, 今年も新年がまたやって来た｡3) 新たな年の七月には田を耕し, 田植えを始めねばならな

い｡ 皆がそろって水路の通りを良くし,昔の田地に順調に水を流させなければならない｡ 作物を十分に成

長させ,人々がこれより後,衣食に事欠かないように,十分豊かであるようにさせ,宗教を崇拝するよう

にさせねばならない｡

命令が下って後, ムァンタンパンムァンと各ルンタtに求めることは, 各村落, 各戸の田数をはっきり

と計算し,人々に円たがね,鋤,大刀と食料をもたせて,水路の流れをよくさせ,水の流れを試す筏と分

水器をうまく用いて,水路の上流から下流までずっと流れを良 くし,滞りなくさせることである｡1000
ナー (納)4)の田,100ナ-の田,50ナーの田,70ナーの田に関わらず,全て伝統の規定に基づいて水を分

け,争いを起こさせないようにし,盗水をさせないようにしなくてはいけない｡誰の田であろうと,また,

それが30ナーあろうと,50ナーあろうと,70ナーあろうと, もし,水不足によって耕作や植え付けができ

ないようなら, すぐにムァンタンパンムァン及びルンタ一に報告し, 水を順調にそれぞれの田地に流れる

ようにしなくてはならない｡如何に僅かであろうとも, ナ-ツァオペンディン (宣慰田)或いはナ一夕オ

フン (頑人田)[1]が,早魅によって荒廃することは許されない｡

各ムァンタンパンムァンは, 定期市が開かれるごとに,5) 水路の上流から下流に至るまで, 一度検査を

し,民衆の田地に水が足りるようにし,必ず彼らが今後共十分食べてゆけ,十分仏に対するタン (敗 )6)が

できるようにしなければならない｡

もしも, 誰であろうと水路の流れを良くする作業に参加しない者があれば, 水を田地に流れないように

し,田地を荒廃させた上 担税は免除せず,更に田地の耕作人に対し,100ナ-ごとに米30挑[2]を納めさせ

る｡ もしも, ムァンタンパンムァンなどの官員が水を分けなければ, ムァンタンパンムァンに租税を要求

する｡宮廷の官員の子弟も, どの村に居ようとムァンタンパンムァンの通知を聞き,時が至れば,人々と

ともに水路の流れを良くする作業に参加せねばならない｡ もしも怠けて仕事に支障をきたす者がいて, 晩

(注)([張公理 1981]掲載の原註)

1)命令中の ｢ツァオモム｣及び下文の ｢スムデット･パピンツァオ｣ は, シップソーンパンナーの最高統治者,即ち
ツァオペンディンである｡
2)｢ムァンタンパンムァン｣は水利を管理する官であり,下文の ｢ルンタ-｣も,潅概に関する事柄を管理するものであ
る｡これら専門職の名は,皆,タイ･ルー文に基づいて音訳したものであり,文内に解釈がある｡

3)この句は,原文では,｢今年も六月がまたやってきた｣となっている｡倭暦新年は多くの場令,六月中に迎えるが,七
月の初めに迎える年もある｡タイ･ルー語の習慣的用法では六月を新年と称し,｢命令｣を七月一日に発布する.従っ
て,ここでは,只,｢今年も新年がまたやってきた｣と訳すことができる｡
4)｢ナ-｣はタイ･ルー語で,藻語の ｢田｣にあたるが,同時に,土地の面積単位も表し,ほぼ四分の-畝に相当する.
これは,漢語の ｢田｣の字が,古代において,土地の面積単位であったのと同様である｡
5)当地では,五日毎に1度,市が開かれる｡
6)｢欺｣はタイ･ルー語｡仏に対する奉仕活動一切を ｢敗｣と呼ぶ｡現荏,タイ･ルー族の社会,歴史に関する漢語の文
章や資料では,この字を慣用的に用いる｡

(筆者注)

[l]ツ7･オペンディンは,中国王朝より宣慰使の称号を受けており,ナ-ツァオペンディンは ｢宣慰田｣と漢語表記され
る｡また,ナータオフン (頑人田)は,『社会歴史調査』では,通常村落の頭目に与えられる田地を指すが,本稿第三
章第一節のツェンフンの例にみるように,水路は,官僚に与えられる田地, ナーポーラームの潅漑にも大きな役割を
果たしていた｡従って,このナ一夕オフンは,ナ-ポーラームをも含むものと考えられる｡
[2] 1桃は,『社会歴史調査』では,40市庁即ち20kgに換算しているが,F動物王族世系』では,60市斤即ち30kgに換算し
ている｡
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は時間がないと言い, 昼は来る事ができないと文句をいうならば, 伝統の規定に照して懲罰を与え, 連反

したり反抗したりすることを許さない｡ このようにしてようやく, ツァオペンディン (召片領) の命令に
適うのである｡

その次は, 10月に至って, 水田と畑で全て植え付けが終わって後のことであるが, ムァンタンパンムァ
ンやルンターといった官員に,以下のことを,村々にしっかりと伝えさせる｡ 即ち, まがさをしっかりと
こしらえ, -ひろごとに三本の大きな杭を打たねばならない｡ 小さな杭を更に密に打ち, まがさをしっか
りと編み, これを強固なものとして,豚,犬,牛,水牛が田地に入らないようにしなくてはいけない｡ も
しも,誰のまがきであろうとしっかりと囲われておらず,豚,犬,午,水牛を田地に人らせたのなら,そ
のまがさの責任者に,状況に従って損害を賠償させねばならない｡豚,犬,午,水牛を持っ人は,家畜を
しっかりと管理しなくてはいけない｡豚には首かせをはめ,犬は柵で囲み,午,水牛,馬はしっかりと杭
につないでおかねばならない｡ もしも家畜をうまく管理できず, 田地に人らせたならば, 田の主は家畜の
主に通知せねばならない｡一度,二度と通知しても家畜の主が取りあわなければ, その家畜を殺して食べ
てもよい｡そればかりか,租税も家畜の主に出させてもよい｡
以上の命令を各村々に発布施行することを求むるものである｡

倭暦1140年 (1778年) 7月1日記

タイ ･ルー詩,タイ詩 (Siamese)対照喪

本稿で使用したタイ.･ルー語の術語のうち, タイ語 (Siamese)と対象可能なものを以下に記す.なお,
この作業をすすめるにあたっては,東南アジア研究センターに客員研究員として滞在しておられたPorn-

penHantrakool氏の御教示を得た｡〔 〕内は参考｡

[Lue]
tsau3101〕lpha:lsa:tl
pha:lsa:tl
ba:n3
maq4
tsau3phen2din上
tsa:q5Ⅹapl
tsau3maq4
maqlfa:il
pan4maul
sumldetlpa4pinltsau3
si:2Ⅹa4tsyql
tailmaq4
〔phail〕
kun4han4tsau3
na:i4
tsa:q5qan4
tsa:q5Ⅹam4
tsa:q5lekl
vat4loq1
saI31Ⅹa:nlpi:lmai2
Ⅹa:u3vat4sa:1
3k3vat4sa:1

[Siamese]
caortlaqpraSaat
prasえat
bâan
mtlaq
c色ophとndin
cha-aqkhap
c急omtlaq
mtlvaJ]faai
panmualコ
sbmdetphtapencao
cat血-sadom

〔phrai〕
(khonba-anc色o)
naal
cha-aq quan
chaAaqkham
chaAaqlek
watruaq
s6nkraanpll-mai
khauphansaa
?53kphansaa

(1) 各タイ･ルー語に付せられた数字は,声調を示す｡
1 2 3 4 5 6

｢ r レ ト ト L
(2) タイ語 (Siamese)の声調は次の通りである｡

無記号 - - 一 -

平 声 低声 下声 高声 上声

卜 L 卜 ｢ レ
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[日本語訳]
内務大臣
宮廷
村落
ク二

王
歌手
クこの主

用水路,堰
水利官
(至等仏主)
四大臣
自由農民
〔平民〕
家内奉仕人
長,親方
銀細工師
金細工師
鍛冶師
大寺院
新年,水掛け祭
雨安居入り
雨安居明け
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